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アジア の窓

強
め
る
一
方
、
多
面
的
な
投
資
誘
致
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
る
。
去
年
五
月
、
北
朝
鮮
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
の
経
済
改
革
協
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
九

月
に
は
、
海
外
同
胞
を
対
象
と
す
る
平
壌
世
界
海
外
朝

鮮
人
貿
易
協
会
と
の
貿
易
商
談
会
を
開
催
し
た
。

　
今
年
に
入
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
商
工
会
議
所

と
「
朝
鮮
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
開
催
し
、
投
資
誘
致

に
強
い
意
欲
を
見
せ
た
。
六
月
に
は
、
イ
エ
メ
ン
、
ウ

ガ
ン
ダ
、
ケ
ニ
ア
な
ど
第
三
世
界
国
家
と
の
貿
易
経
済

協
力
協
定
を
締
結
し
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
第
三
世

界
国
家
と
の
接
触
を
増
や
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
の

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
指
名
し
批
判
し
て
き
た
中
東
の
産

油
国
で
あ
る
イ
ラ
ン
と
イ
エ
メ
ン
と
の
経
済
協
力
は
、

原
油
と
双
方
の
思
惑
が
一
致
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
と
ロ
シ
ア
の
関
係
も
急
速
に
変
化

し
て
い
る
。
去
年
七
月
六
日
に
金
正
日
総
書
記
と
セ
ル

ゲ
イ
ラ
ブ
ロ
ブ
ロ
シ
ア
外
相
の
会
談
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
が
主
題
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
と
サ
ハ
リ
ン
ガ
ス
油
田
開
発
と
送
油
管
建
設

な
ど
東
北
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
大
規
模
の
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
中
で
、
ロ
シ
ア
は
、
韓
国
へ
進
出
を

念
頭
に
置
い
た
た
め
、
北
朝
鮮
と
の
協
力
関
係
は
不
可

欠
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
動
き
に
つ
い
て
、
中
国
社
会

科
学
院
の
朴
健
一
博
士
は
「
理
念
」
と
「
経
済
的
利

益
」
と
い
う
理
由
と
目
的
は
異
な
る
が
、
一
九
六
〇
年

代
の
中
蘇
紛
争
時
期
と
か
な
り
の
共
通
点
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
中
国
と
ソ
連
を
往
来
し
な
が
ら
、「
北

朝
鮮
式
の
外
交
戦
略
」
を
展
開
し
た
そ
の
時
と
同
じ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
リ  

コ
ナ
ン
・
ア
ジ
ア
研
究
所
客
員
研
究
員
）

中
国
の
め
ざ
す
「
和
諧
社
会
」

　
去
る
十
月
十
一
日
、
中
国
の
党
第
十
六
期
五
中
全
会

で
「
第
十
一
次
五
ヵ
年
規
画
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の

「
五
ヵ
年
規
画
」
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
五
ヵ
年
間
の
経

済
・
社
会
の
発
展
目
標
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
同
時
に
胡
錦
涛
政
権
の
目
指
す
い
く
つ
か
の
新
し

い
社
会
の
青
写
真
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が

「
社
会
主
義
和
諧
社
会
」
で
あ
る
。

　
「
和
諧
社
会
」（
調
和
の
と
れ
た
社
会
）
と
い
う
概

念
が
党
の
政
策
の
中
で
最
初
に
登
場
し
た
の
は
二
〇
〇

四
年
九
月
の
第
十
六
期
四
中
全
会
（
中
国
共
産
党
第
十

六
期
中
央
委
員
会
第
四
回
全
体
会
議
）
で
あ
っ
た
。
四

中
全
会
の
最
重
要
課
題
は

い
か
に
し
て
党
の
執
政
能

力
を
強
化
す
る
か

に
あ
っ
た
が
、
党
執
政
能
力
の
強

化
に
不
可
欠
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
和
諧
社

会
」
の
建
設
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
の
「
和
諧
社
会
」
と
は
、
社
会
構
成
員
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
を
十
分
に
引
き
出
し
、
利
益
の
公
正
な
分

配
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
調
和
の
と
れ
た

社
会
を
意
味
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
調
和
の
と
れ
た
社

会
の
存
在
が
、
党
の

執
政
能
力
を
高
め
る

う
え
で
重
要
な
基
盤

に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
高
い
執

政
能
力
が
な
け
れ
ば

「
和
諧
社
会
」
も
形

成
さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
表
裏
一
体
の

関
係
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
二
〇
〇
五
年
二
月
十
九
日
、
各
省
（
市
、
自
治
区
）

や
官
庁
の
指
導
的
幹
部
を
対
象
に
「
和
諧
社
会
」
の
建

設
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ

で
の
胡
錦
涛
講
話
で
は
、
現
在
中
国
が
解
決
を
迫
ら
れ

て
い
る
八
つ
の
重
要
矛
盾
が
示
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二

〇
年
の
「
小
康
社
会
」（
物
質
面
の
み
で
な
く
精
神
的

に
も
若
干
余
裕
の
あ
る
生
活
水
準
）
へ
の
到
達
を
め
ざ

す
中
国
で
は
、
高
度
成
長
の
陰
で
以
下
の
よ
う
な
諸
矛

盾
に
直
面
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　
①
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
経
済
成
長
方
式
転
換
の

必
要
性
、
②
都
市
・
農
村
の
不
均
衡
発
展
、
③
人
民
の

物
質
文
化
要
求
の
多
様
化
と
利
益
関
係
の
複
雑
化
、
④

改
革
・
開
放
の
深
化
か
ら
生
じ
る
矛
盾
、
⑤
就
業
構
造

の
矛
盾
、
⑥
人
民
の
民
主
法
制
と
参
政
意
識
の
高
ま

り
、
⑦
各
種
思
想
文
化
間
の
衝
突
、
⑧
腐
敗
現
象
、
犯

罪
活
動
の
社
会
的
安
定
へ
の
影
響
な
ど
。

　
こ
れ
ら
諸
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
調
和
の
と
れ
た

経
済
成
長
、
社
会
主
義
民
主
政
治
の
発
展
、
思
想
・
道

徳
的
素
地
の
強
化
、
社
会
的
公
正
の
実
現
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
成
思
危
（
全
人
代
常
務
委
副
委
員
長
）
に
よ
れ
ば
、

「
和
諧
社
会
」
と
い
う
考
え
方
は
孔
子
の
「
以
和
為

貴
」（
和
を
以
っ
て
貴
と
な
す
）
や
「
仁
」
の
思
想
が

起
点
に
あ
り
、
更
に
は
「
対
立
統
一
」
の
唯
物
弁
証
法

が
そ
の
哲
学
的
基
礎
で
あ
る
と
い
う
。
中
国
が
ど
の
よ

う
に
諸
矛
盾
を
止
場
（Aufheben
）
さ
せ
て
、
新
し

い
「
社
会
主
義
和
諧
社
会
」
を
築
く
の
か
、
注
目
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
小
林
照
直
　
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）


